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１．はじめに 

北陸銀行 国際部 

ニューヨーク駐在員事務所     

内間 洋子 

 アメリカ国内の人気旅行先トップ10は、1位が遠く離れた別天地ハワイ州、2位はカジノ 

やコンサートが楽しめるラスベガス、3位はアート、ミュージカル、ショッピングと摩天

楼の街ニューヨーク市でした。その後は、フロリダ州最南端の島で国道1号線の始点でも

あるキー・ウエスト、ジャズ発祥の地ルイジアナ州のニューオリンズ、ディズニーランド

があるフロリダ州オーランド、同じくフロリダ州のマイアミビーチ、バーボンウイスキー

とカントリーミュージックの聖地テネシー州のナッシュビル、首都ワシントンD.C.、メキ

シカン文化と自然が楽しめるカリフォルニア州のサン・ディエゴと続きます。 

 インターネットマーケットリサーチ会社YouGov（ユーガブ）のデータによると、旅行先

の選択に男女間や世代間で興味深い違いが見られました。 

 男性は、カジノ、スポーツ、バーなど都会のナイトライフが充実しているラスベガス、

ロサンゼルス、マイアミ等を選ぶ傾向があった一方、女性は、自然の中でリラクゼーショ

ンに浸るハワイやグランドキャニオンを見渡すアリゾナ州のパワースポット・セドナ、ま

たダンスや音楽を楽しめるサウスカロライナ州のチャールストンなど、健康や文化体験が

できるスポットが人気でした。 

 世代別にみると、ハワイやキー・ウエスト等の海のリゾート地は、Z世代（1990年代後

半から2000年代に生まれた世代）を除くすべての世代に一番人気でした。Z世代以降の若

者には、ニューヨークやロサンゼルス等の大都会が最も人気がありました。 

２．アメリカの人気旅行先 

 今年も暑い夏でしたが、皆様どのように過ごされましたでしょうか。 

 旅行の手配およびデータ収集・分析をするオンライン旅行会社のExpedia Group, Inc.

（エクスペディア）の調査によると、今夏の初めに旅行を計画していたアメリカ成人は

約90%（約2億人）に上ったそうです。そのうち85%が国内の別の州へ、また38%が海外旅

行を検討していました。本格的にコロナ禍前の状態に戻ってきたこの夏の人気旅行先や

トレンドについて振り返ってみます。 



４．おわりに 

＜ご注意＞文中意見は筆者の個人的見解であり、北陸銀行としての見解の反映ではありません。当レポートは作成

時点の経済状況に基づき、情報提供のみを目的に作成したものです。 

 記載内容についてはご利用者のご判断と責任のもと、ご利用くださいますようお願いいたします。  

 

長城メール 

発行：北陸銀行 ほくりく長城会事務局 
〒920-0024 金沢市西念1-1-3 コンフィデンス4F 

（（株）人材情報センター内） 

TEL: (076)254-6500 FAX: (076)254-6565 

E-mail:info@chojo-hokugin.jp 

THE HOKURIKU BANK, LTD. 

 

３．生成AIの活用 

 今後は旅行計画の際に、生成AIを活用することが一般化していくと思われます。すでに

半数の人々が、生成AIを使ってフライト・ホテル・レンタカー・アクティビティを組み合

わせ、自分だけの旅行プランを立てています。 

 エクスペディアも2024年4月からChatGPTを自社のアプリに組み込んでいます。ユーザー

が自由に旅行の希望を入力するとAIが質問や提案を返してくれ、要望や好みに応じた旅行

プランをいくつか提示してくれます。目的地決定後、更に詳しい条件を入れると旅行日程

表が出来上がります。従来、様々な媒体から情報収集をし何週間もかけて練っていた旅行

計画が、一つのアプリで計画から予約まで完了させることができるようになります。 

 他にも様々な生成AIを使った旅行計画アプリが登場しています。Roadtrippers（ロー

ドトリッパー）は、アメリカ、カナダ、ニュージーランド、オーストラリアなどの人里

離れた場所でドライブ旅行を楽しむためのルートを提案してくれるアプリです。各地点

間の所要時間やガソリン代の即時見積、ルート沿いのホテルの紹介などをしています。

Wanderlog（ワンダーログ）は、旅のしおりを作成しマップ上でルートを確認することが

でき、グループ内で計画を共有できる機能があります。 

 問題点としては、現時点でChatGPTは2021年以降のデータに関する知識が限られており、

廃業したレストランや閉店したアトラクションに誘導されるリスクもあるため、最終的に

は個人での確認作業が大切です。  

 今年は、円安が進み、さらに航空機の燃料費が大幅に下がったことで、日本への旅行が

人気でした。ロサンゼルス・東京間のフライト予約数は、昨年の4倍だったそうです。 

 同じ理由で中央アメリカ、メキシコ、マレーシアへ

の渡航も多かったといいます。これらの国では、有名

ミュージシャンのコンサートのチケット代・宿泊・食

事代がアメリカ国内よりもずっと安く済むため、コン

サート目的で旅行を計画する人も多かったようです。 

 今年のニューヨーク市への国内外からの観光客数は､

6,400万人と発表されています。世界一物価が高い都市

にもかかわらず、人気は上がる一方です。  観光客でごった返すニューヨーク・ 
タイムズスクエア（筆者撮影） 
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